新しいリミテッドエディションとフレッシュな特徴が
2011MYレンジローバースポーツを強化

· 新しいリミテッドエディション

· 新しいグラディエントアクセラレーションコントロール

· 新しいヒルスタートアシスト

· クラストップの5.0 LR-V8スーパーチャージドエンジン

· 510ps/6000-6500rpm

· 625Nm/2500-5500rpm

· 348g/km CO2

· 洗練されたパワフルな5.0 LR-V8自然吸気エンジン

· 375ps/6500rpm

· 510Nm/3500rpm

· 327g/km CO2

· 3色の新色がお客様により広い選択肢を提供

●ランドローバーグリルバッジの色が変わり、より現代的なルックスに

豪華な装備を持つオートバイオグラフィスポーツのバリエーションとして、2011MYレンジローバースポーツのラインナップに、新しいリミテッドエディションが追加されます。このリミテッドエディションには、ユニークなインテリアとフィニッシュそしてディテールがセットで施されており、これらは別々のオプションとして選択することはできません。一方、メインシリーズには3色の新色が登場します。またレンジローバースポーツの傑出したダイナミクスは、ヒルスタートアシストとグラディエントアクセラレーションコントロールというテレインレスポンスの2つの新機能の追加により改善されます。

2種類の素晴らしいガソリンエンジン、すなわち5.0 LR-V8自然吸気およびスーパーチャージドは引き続き比類のない動力性能と洗練性を発揮、このクラスにおいて非常に高いレベルの効率と燃費を誇ります。また、どちらのエンジンにもスムーズでレスポンスに富んだZF製のHP28 6段オートマチックトランスミッションが採用されており、快適性、動力性能、あるいは経済性の点で、考えうる最高の組み合わせを備えています。2011ＭＹの小さいながらも重要なディテール、有名なランドローバーバッジに変更が施されました。グリーン地にゴールドからグリーン地にシルバーへと色が変更され、現代的なルックスになりました。新しいバッジは遺産や伝統、そしてランドローバーだけがお届けできる最新テクノロジーのさりげない調和を強調しています。
「レンジローバースポーツは、すでに高性能プレミアムSUVの分野における完璧な製品というポジションを確立していますが、新色や素晴らしい新型リミテッドエディションの追加、そしてより高度な安全性をドライバーにお届けするテレインレスポンスのさらなる強化によって、今後もその名声に応え続けるものとなるでしょう」とランドローバーのフィル・ポッパム社長は語っています。
5.0 LR-V8スーパーチャージドおよび5.0 LR-V8自然吸気ガソリンエンジンは
引き続き他をリード
ランドローバーの際立った5.0LR-V8ガソリンエンジンは、引き続き2011ＭＹランドローバースポーツのパワートレインレンジの牽引役となります。スーパーチャージド版で510psと625Nm、自然吸気版で375psと510Nmを発揮するこのエンジンは、動力性能と経済性の両方を高めることを狙った数多くの革新的な設計が盛り込まれており、昨年導入された際にガソリンエンジンの設計に新たな基準を打ち立てました。パワーとトルクは卓越したレベルに達しているにもかかわらず、5.0 LR-V8自然吸気エンジンはULEV2とヨーロッパのEU5というふたつの排気ガス規制に適合しており、CO2排出量は327g/kmです。5.0 LR-V8スーパーチャージドにしても、CO2排出量はわずか348g/kmという高効率なものとなっています。

センターマウントされた多孔式スプレーガイデッドインジェクションシステムは、燃料を2175psi（150bar）という高圧で直接、各気筒に噴射します。空気と燃料の混合率を最大にして正確な燃焼制御を行うためにインジェクターは燃焼室のちょうど中央に配置されています。直噴システムの筒内冷却効果によって11.5：1という高い圧縮比が実現でき、そのおかげでさらにエンジンの効率が改善されました。エンジンの暖機が十分に進むまでの間、燃焼システムはマルチ・インジェクションモードに入って通常より50％多くの熱を触媒に送り込むため、触媒内の熱が早く上がり、排出ガスの低減に効果を発揮します。
スーパーチャージドエンジンでは、第6世代のツインボルテックス・システム（TVS）が空気をそれぞれ独立した冷却路を経由し、2基の水冷インタークーラーを通じて供給します。高螺旋形状のローターデザインがスーパーチャージャーの熱力学上の効率を改善しただけでなく、伝統的なスーパーチャージャーの悲鳴にも似たノイズを排除し、ほとんど聞こえないレベルにまで抑え込みました。空気はふたつのエアボックスを通じて供給されますが、これによりエアフローの損失を低減し、非常に高い効率を実現しました。機械的な面では、この新しいスーパーチャージャーとインタークーラーはエンジンのVバンクの間にきっちりと納まっており、エンジンの全高を抑えています。

このエンジンには他にも多くの設計上の特徴があり、その中には4本すべてのカムシャフトに装着された業界初の、トルク駆動可変カムシャフトタイミング機構が含まれています。油圧に依存した従来のシステムとは異なり、このシステムはバルブの開閉によって生じる正と負のトルクによって駆動し、エネルギーの消費を低減します。トルクと出力は、8本の吸気管長を変える可変吸気マニフォールドシステムによっても最適化されます。

マニフォールドの吸気管長は、低回転で高トルクを生み出すときには680mmに、高回転で最大のパワーを引き出すときには350mmに切り替わります。その正確なポジションは、エンジンの全域を通じて常に最適化されています。またこのエンジンにはリバースフロークーリングという画期的なシステムが採用されており、クーラントがエンジンブロックに送り込まれる前にシリンダーヘッドを通過するようになっています。これにより、シリンダーヘッドの温度が低く保たれ、ノッキングが起きにくくなり、より効率を高めることができました。またこれは自然吸気ユニットだけですが、カムプロファイルスイッチング（CPS）が、低速回転に適したカムプロファイルか、あるいは高い動力性能を発揮するためにより高いリフト量を持つプロファイルのどちらか一方を選択します。これにより、悪路を乗り越えるときには例外的な低速トルクを発揮する一方、環境さえ許せばその俊足ぶりを披露することも可能となりました。
熱交換器も、熱をクーラントからエンジンオイルへ移動させます。このような構造により、エンジンのより早い暖機が促進され、排出ガスの削減に貢献するばかりか、キャビンを素早く暖めることにもひと役買っています。フリクションロスはダイヤモンドライク・カーボン・コーティング（DLC）を複数のパーツに施すことによっても低減しており、また、オイルポンププレッシャーリリーフバルブ（PRV）が油圧を最適化しています。低粘度の5W-20エンジンオイルの使用により、メンテナンス性に妥協を強いることなくロスをさらに低減しました。レンジローバープログラムのディレクター、ニック・ロジャースは次のように語っています。「めざましい動力性能と究極的な高効率のおかげで、5.0 LR-V8エンジンは去年の発表以来、産業のベンチマークになっています。パフォーマンスSUVにとってこれに匹敵ものはなく、したがってレンジローバースポーツにとって理想的なパワーユニットと言えます」。

6段オートマチックトランスミッション － レスポンスと洗練
両エンジンとも、きわめて洗練されたZFのHP28 6段オートマチックトランスミッションと組み合わされます。その特性はランドローバーのエンジニアたちによって最適化され、クラストップのレスポンスと迅速で洗練された変速を実現しています。エンジンの卓越したパワーおよびトルク特性により、各ギアでトランスミッションのロックアップクラッチをより早く作動させることが可能となりました。これによりトルクコンバーターによって生じるスリップを減らし、燃費とCO2排出を最適なものとしました。
先進のシャシー、ブレーキ、そしてサスペンション
レンジローバースポーツ5.0 LR-V8 スーパーチャージドには、ダイナミックレスポンスシステムと連携して作動するアダプティブダイナミクスシステムが装着されています。アダプティブダイナミクスでは、ダンプトロニックバルブテクノロジー™が従来のダンパーに取って代わり、ダンパー内の圧力を秒間500回という速さでモニタリングしており、このアクティブバルブ技術のおかげで路面状況や運転スタイルへ連続的に合わせることが可能となっています。また、このシャシーは高性能ブレーキシステムで補完されており、自然吸気モデルには4ピストンの対向キャリパーを備えたフロントディスクブレーキが、スーパーチャージドモデルには軽量アルミ製の6ピストン・ブレンボ製キャリパーが装着されています。可変ギアレシオのステアリングラックは、高速巡航時には走行安定性を改善し、ワインディングロードではドライバーのより積極的な関与をうながします。レンジローバースポーツの高性能なキャラクターは、さらにロールスタビリティコントロールシステムによって強調されます。これはドライバーによるステアリングからの入力に反応し、万が一転倒の危険性が検知されると、個々のタイヤにブレーキをかけて介入してくる機能です。

2011ＭＹのオフロード走破性はさらに向上
オフロードの走破性について、ランドローバー車は他のフォロワーたちにとっての基準と認められています。2011ＭＹでは、ヒルスタートアシストとグラディエントアクセラレーションコントロールというふたつの機能が追加されました。

ヒルスタートアシストは、車両が後方に下がることなく、ドライバーが最初に生み出したブレーキ圧を、ブレーキペダルからスロットルに足を移し替えるのに必要な十分な時間、維持する機能です。十分な時間が経過するか、あるいは車両が坂を上るのに必要なトルクをエンジンが供給し始めると、ブレーキはリリースされます。ヒルスタートアシストは常時オンの状態で、選択する必要はなく、その作動がドライバーに表示されることもありません。

グラディエントアクセラレーションコントロールは、ドライバーがヒルディセントコントロールを作動させていない時、急な傾斜における安全性を提供するために設計されています。ブレーキシステムに圧力を加えることによって、ドライバーが意図する方向に車両が斜面を下っているとき、グラディエントアクセラレーションコントロールは車両の速度を、そのときのスロットルポジションに応じた限界まで抑制します。これはドライブギアで前向きに坂を下っているときだけでなく、リバースギアで後ろ向きに下っているときも含みます。そうではないとき（ドライブを選択して斜面を上っているときに下がってしまったときなど）グラディエントアクセラレーションコントロールは20秒まで速度を5km/h（3.1mph）に規制し、ドライバーが適切なコントロールを取り戻すのを助けます。「こういった新しい装備は、オンロードで胸のすくような運転体験をこれまでどおりドライバーに与えながら、一方でレンジローバースポーツのオフロードにおける突出した走破性を強化するものです。さらなる安全を提供しながら、自分の車が実際にできることを目の当たりにしたいと願うドライバーを補助する装備なのです」とビークル・エンジニアリング・マネージャーのニック・ヴィアーレは語っています。
新しいリミテッドエディションと3つの新色
2011ＭＹのレンジローバースポーツのラインナップには新しいリミテッドエディション（LE）が加わります。これはオートバイオグラフィスポーツ（変更はありません）のバリエーションという位置付けとなります。5.0 V8 HSEの派生としてかたちで、レンジローバースポーツLEには3つの独創的なインテリアカラーとともに豪華な装備がおごられ、これらはフジホワイト、ナラブロンズ、サントリーニブラックという3色の外装色と合わせることができます。またLEは、グロスブラックメッシュとノーブルプレートのフレームによるオベロンサラウンドをともなった独自のグリルデザインによって、他のモデルとは明確に区別されます。サイドベントのデザインにも、この細部装飾を反映しノーブルプレートのロゴ、グロスブラックのメッシュ、オベロンフレームが用いられます。さらに、LEモデルには、5本スポークのダイヤモンドターンド20インチアロイホイールが装着されます。

e_テレイン・テクノロジーが経済性とCO2排出の低減を拡大
新しいレンジローバースポーツは燃料消費とCO2排出量を削減するという狙いのもとに、数々の特徴を備えています。

この5.0 LR-V8エンジンの高圧、スプレーガイデッド直噴システムは燃焼を最適化しており、一方で可変カムシャフトタイミングシステム、カムシャフトプロファイルスイッチング、および可変吸気マニフォールドといった技術は全域において燃費効率の最適化を図っています先進の冷却システムのおかげで暖機も早くなり、同様にフリクションも低減することで燃費も改善しました。

エンジンは経済性と同様にボトムエンドのトルクも最適化され、低回転域においてもZF製HP28オートマチックトランスミッションのロックアップクラッチを作動させることが可能となりました。これにより、トルクコンバーターの“スリップ”も低減でき、燃費とCO2排出の両方を改善しています。また低回転域で力強いトルクを発生するため、より経済的なクルージングが可能となる高いギア比も採用できました。

レンジローバースポーツはまた、いくつかのエネルギー節約の特徴を備えています。停止状態における5.0 LR-V8のアイドリング回転数はわずか700rpmに設定されており、洗練に対して妥協することなく燃料消費は最低限に抑えています。スマートリジェネレーティブチャージングを含むインテリジェントパワーマネージメントシステムでは、加速状態よりはむしろ惰性で走行している時など、エンジンがもっとも経済的な状況にある時に、可能なときはいつでもオルタネータがバッテリーを充電することが可能です。
フロント下部のチンスポイラーやフロントフェンダーの下に設けられたディフレクターなど、フロントエンドのエアロダイナミクスが、空気抵抗を軽減するとともに、アンダーフロアの整流効果を向上させています。エアコンのコンプレッサーは、エアコンが使用されていない時は、クラッチを介してその駆動を停止させるので、依存によるロスの低減や、燃費の向上、CO2排出量の削減などにも役立っています。
e_テレイン・テクノロジーの概要：
· 最先端のLR-V8スーパーチャージドエンジン技術
· エンジンキャリブレーションの最適化

· アイドリングの低回転化

● トルコンスリップの低減

● 高トルクによるハイギアード化

● スマート・レジェネレーティブ・チャージングを含むインテリジェント・パワー・システム・マネージメント（IPSM）
● 依存によるロスを低減するクラッチ付きエアコン・コンプレッサー

● 空力性能の最適化
	レンジローバースポーツ2011 技術仕様

	
	5.0 LR-V8
	5.0 LR-V8 SC

	全高mm (インチ)
	1784 (70.2)
	1784 (70.2)

	全幅mm (インチ)
	2158 (85.0)
	2158 (85.0)

	全長mm (インチ)
	4783 (188.3)
	4972 (195.7)

	ホイールベースmm (インチ)
	2745 (108)
	2745 (108)

	回転直径m (フィート)
	11.9 (39.04)
	11.9 (39.04)

	空気抵抗係数Cd
	0.37
	0.38

	EUカーブウェイトkg (ポンド)
	2489-2623(5487-5783)
	2590-2679(5710-5906)

	前サスペンション
	独立　ダブルウイッシュボーン　　エアスプリング 
	独立　ダブルウイッシュボーン　エアスプリング 

	後サスペンション
	独立　ダブルウイッシュボーン　　エアスプリング 
	独立　ダブルウイッシュボーン　エアスプリング 

	前ブレーキ
	4ピストン スライディングキャリパー、360mmベンチレーテッドディスク
	6ピストン スライディングキャリパー、380mmベンチレーテッドディスク

	ステアリング
	速度感応式　ラック＆ピニオン
	速度感応式　ラック＆ピニオン

	4WDシステム
	フルタイム4WD　ロック式センターデフ（標準）＆テレインレスポンスTM 
	フルタイム4WD　ロック式センターデフ（標準）＆テレインレスポンスTM 

	エンジン形式
	縦置きV8 DOHC 32バルブ
	縦置きV8 DOHC 32バルブ
スーパーチャージド

	排気量cc (cu in)
	4999 (305.1)
	4999 (305.1)

	ボア/ストロークmm (インチ)
	92.5x93 (3.64x3.66)
	92.5x93 (3.64x3.66)

	圧縮比
	11.5:1
	9.5:1

	最高出力PS (kW)
	375 (276)@6500rpm
	510 (375)@6000-6500rpm

	最大トルクNm (lb ft)
	510 (375)@3500rpm
	625 (461)@2500-5500rpm

	燃費 EUアーバン/エクストラアーバン/コンバインド(mpg-L/100km)
	14.3/26.8/20.3 – 19.8/10.5/13.9
	13.0/26.3/19.0 – 21.8/10.7/14.9

	排出ガス基準 
	EU5
	EU5

	CO2 排出量g/km
	327
	348

	トランスミッション
	ZF製 6HP28　6段 自動
	ZF製 6HP28　6段 自動

	燃料タンク容量　　　　　　　　　リッター/英ガロン/米ガロン
	88.1/19.4/23.3

	88.1/19.4/23.3

	航続距離 　　　　　　　　　　　EUコンバインド マイル（km）
	393 (633)
	367(590)

	0-60mph
	7.2
	5.9

	最高速　マイル（km/h）
	130 (209)
	140 (210)


